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論 文 内 容 の 要 旨 
 
ア 論文の主題と構成 
今日、体育・スポーツの現場において栄養・食事の科学的に適切な摂取が重要であるこ
とを疑う余地はなく、アスリートを対象とした栄養教育の必要性にも注目が集まっている。
アスリートにとっての栄養は、競技力の向上やコンディショニング等を主目的としており、
一般人と比較して食事の量や回数，タイミングおよび栄養のバランス等に特殊性がみられ
る。そのため、アスリートを対象とした栄養教育では、日常の「生活知」だけではなく、
栄養に関する「科学知」を実践にどう取り込むかが重要となる。 
アスリートに対する栄養教育においては、指導者の役割が大きいと言われており、実際、
指導する選手の栄養・食事に高い関心を持ち、専門家の意見を学んで栄養教育に取り組む
指導者も多く見受けられる。その一方で、現場の指導者によっては、専門家の意見を等閑
視して、スポーツ競技の経験的な知見に基づく栄養指導に固執する者もいる。したがって
本論文では、スポーツ指導の現場において、栄養教育における「科学知」と、アスリート
の「生活知」、そして指導者の「経験知」が現状どういう関係にあるかを明らかにし、今後
それらがどう扱われるべきかを考える基盤とすることを主題とした。それにより、今後、
スポーツ現場における栄養教育をどうすべきか、提言することを将来的な目標とするもの
である。 
その構成と章立ては以下の通りである。 
序章 本研究の目的と方法 
第 1 節 スポーツ現場における栄養教育の現状 
第 2 節 問題の所在 
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第 3 節 先行研究 
第 4 節 研究目的及び研究方法 
文献 
第 1 章 体育・スポーツにおける「科学知」としての栄養に関する研究 
第 1 節 はじめに 
第 2 節 明治期における栄養の位置づけ 
  第 1 項 明治初期（明治元年－10 年代） 
  第 2 項 明治中期（明治 20 年代） 
  第 3 項 明治後期（明治 30－40 年代） 
第 3 節 大正期から昭和初期における栄養の位置づけ 
第 4 節 戦後から東京オリンピックにおける栄養の位置づけ 
第 5 節 東京オリンピックから現在における栄養の位置づけ 
第 6 節 まとめ 
文献 
第２章 栄養サポートがアスリートの食生活･競技生活に与える影響 
第 1 節 はじめに 
第 2 節 研究方法 
  第 1 項 調査時期と調査対象 
  第 2 項 調査方法と調査内容 
  第 3 項 倫理的配慮 
  第 4 項 統計処理 
第 3 節 研究結果および考察 
  第 1 項 対象者の特徴 
  第 2 項 栄養サポートが好影響を及ぼした食生活・競技生活 
  第 3 項 選手が期待する栄養サポート 
  第 4 項 種目別，性別，居住形態別，アルバイト有無別の比較 
第 4 節 考察 
第 5 節 まとめ 
文献 
第３章 指導者によるスポーツ栄養サポートにおける「科学知」，「生活知」，「経験知」に
関する研究 
第 1 節 はじめに 
第 2 節 研究目的 
第 3 節 研究方法 
第 4 節 研究結果および考察 
  第 1 項 栄養関連情報の概要 
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  第 2 項 1950 年代～1970 年代の栄養関連情報 
  第 3 項 1980 年代～現在の栄養関連情報 
第 5 節 まとめ 
文献 
第４章 指導者の栄養教育における「科学知」，「生活知」，「経験知」の構造 
第 1 節 はじめに 
第 2 節 研究方法 
  第 1 項 対象者 
  第 2 項 インタビューの手続き 
  第 3 項 調査方法 
第 4 項 分析方法 
  第 5 項 倫理的配慮 
第 3 節 研究結果および考察 
  第 1 項 各カテゴリーについて 
  第 2 項 「指導者による栄養教育実施のプロセス」のストーリーライン 
  第 3 項 指導者による栄養教育実施のプロセスにおける社会的背景 
第 4 節 まとめ 
文献 
結論 
第 1 節 本研究の総括及び今後の課題 
第 2 節 今後の栄養教育の在り方 
 
イ 研究の方法と分析 
 前述の研究主題に対して、本論文は、以下の(a)～(ｄ)の四つの異なる研究方法を採用して、
多角的に分析を試みている。 
(a）体育・スポーツの研究書にみられる栄養にかかわる「科学知」の成立過程の検証 
「体育」という言葉が初めて文献に現れた明治時代から現在までの体育・スポーツ関連
資料を取り上げ、「栄養」について記述されている部分に焦点を当て内容分析を行うことで、
日本において栄養に関する「科学知」が成立する過程を明らかにした。「科学知」としての
栄養は、その時々の社会的背景に影響を受けながら、様々な形で体育・スポーツの現場に
おいて活用されるよう試みられてきたことがわかった。しかしながら、栄養に関する「科
学知」が、日本においてスポーツ実践と実際に繋がっているかどうかについては議論の余
地があることもわかった。 
(b）栄養サポートがアスリートの食生活･競技生活に与える影響の調査 
栄養の専門家である研究者とその指導を受けた大学生による栄養サポートが、大学生ア
スリートの食生活や競技生活にどのような影響を与えているか調査を行った。それにより、
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栄養に関する「科学知」がスポーツ現場での実践に影響をもたらすかどうかを検討した。
その結果、「科学知」を伝達するのみの栄養サポートでは、アスリートの食生活における実
践に変化を与えることができず、最終的な目的である競技力向上やコンディショニングに
繋がらないことがわかった。栄養サポートにおいては、栄養に関する「科学知」の指導に
加え、その「科学知」を実際の食生活に活用するために必要な「生活知」、さらにはそれら
の「知」を連携させながら、アスリートが実践できるよう導くためには、指導者の「経験
知」を連携させる必要性が示唆された。 
(c）スポーツ雑誌におけるスポーツ栄養サポートにまつわる「科学知」、「生活知」、「経験
知」の扱いに関する分析 
指導者向けのスポーツ雑誌を対象として、「科学知」と「生活知」、そして指導者の「経
験知」の情報が、時代によってどのように提供され、捉えられてきたのかを社会的背景を
踏まえながら分析した。その結果から、アスリートの栄養・食事に関して「科学知」を活
用するには、アドバイザーや栄養専門家がそれらを日常の「生活知」と連携させるだけで
は十分でなく，指導者が個々の現場で検証して，自身の「経験知」を「科学知」で裏打ち
されたものに書き換える必要があるとの結論に至った．しかしながら，この研究で実施し
たスポーツ雑誌の内容分析だけでは，指導者の「経験知」を捉えることが不十分であるこ
とも判明した．  
(d）指導者の栄養教育における「経験知」と「科学知」と「生活知」の構造調査 
スポーツ現場において栄養教育を実施している指導者を対象として、指導者が選手に栄
養教育を実施するようになったプロセスを検討するとともに、指導者の栄養教育による「経
験知」と「科学知」と「生活知」の構造を明らかにすることを目的にインタビュー調査を
実施した。その結果、指導者による栄養教育では、「科学知の内面化」や「経験知の科学知
による裏づけ」などが行われており、指導者の「経験知」と「科学知」を連携させている
ことがわかった。また、食生活の実践に活用される「生活知」との連携を図るために保護
者との協力に意識を向ける指導者が多いことから、栄養教育における「知」の連携の萌芽
が存在することが明らかとなった。そこから今後は、指導者や保護者と栄養の専門家、三
者の連携を強化して、栄養教育に必要な環境を整えていくことが重要であると示唆された。 
 
ウ 結論 
本論文により、スポーツ指導の現場における「科学知」、「生活知」、「経験知」の関係性
が現状どうなっているかを、日本における歴史的な経緯を踏まえたうえで、指導者による
栄養教育を手がかりとして明らかにすることができた。 
指導者による栄養教育実施のプロセスでは、指導者の栄養に関する「経験知」が、「科学
知」による洗練を経て、栄養教育を受けたアスリートの「経験知」となり、さらにその選
手が将来的に指導者になった際に実施する栄養教育の「科学知」による洗練に繋がること
が期待されるようになった。そのためには、栄養教育において指導者の「経験知」をアス
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リートの「経験知」に繋げていく際に、「経験知」と「科学知」及び「生活知」の相互作用
をよく理解し、その構造について考慮した上で実施することが望まれる。 
現在、スポーツ指導の現場で多くみられる栄養教育のように、単に専門家の「科学知」
や指導者の「経験知」を伝達するのみでは、アスリートの食生活における実践に変化を与
えることができず、最終目標である競技力向上やコンディショニングに繋がらない。指導
者個人の限られた「経験知」を伝達することによって、かえって選手の競技および日常生
活に問題を生じることがあるようでは、栄養指導が逆効果に繋がってしまう。今後は、指
導者が自身の「経験知」と専門家の「科学知」と保護者の「生活知」を連携させるための
機会や環境を整備していくことが重要である。 
本論の分析から、そのなかでも特に重要なのは「専門家と指導者の連携」と考える。実
際の栄養教育の場では、栄養の専門家がアスリートに対して指導者との十分な打ち合わせ
なしに栄養教育を実施し、栄養に関する「科学知」を伝達するケースが多くみられる。一
部の例外を除いて栄養専門家が選手と日常的に接することは稀であるため、スポーツ競技
の実際を栄養指導にフィードバックすることは難しいのが現状である。日々選手を指導す
る指導者と栄養の専門家が連携することで、専門家が伝達する「科学知」を競技の場に内
在化させ、指導者が自身の「経験知」とする。また逆に、指導者の「経験知」を栄養の専
門家に伝えることで「科学知」を裏づけし、そのようにして生成された「経験＝科学知」
を有する指導者らがお互いの発見を共有する。以上のようなモデルを構築することが今後
の栄養教育の望ましいあり方である、というのが本論文の結論となる。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
ア 評価 
 著者はスポーツ栄養士としての現場での豊富な経験から、栄養に関する「科学知」がな
かなかアスリートの栄養教育に浸透していかない課題を抽出し、それを研究の俎上に載せ、
その解決の方向性を豊富な資料によって示唆している。本研究は、スポーツ指導の現場で
長年問題とされてきた科学知との乖離というテーマに対して、一石を投じる論文になって
おり、社会的意義の高い論文であると評価することができる。 
また、本論文は、十分な先行研究から導き出された「科学知」「生活知」「経験知」とい
う分析枠組みから、スポーツ現場におけるスポーツ栄養指導の課題を読み解こうとする労
作である。とりわけ、栄養を摂取する食の場（選手の保護者がいる家庭など）に注目し、
それを「生活知」として捉えているところが本論文の特徴であるといえる。しかも、従来
の研究では、指導者個人の経験に頼った指導の批判に終わっていたが、本研究では、指導
者の視点を多角的に分析することで、むしろその「経験知」を「科学知」と「生活知」を
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繋ぐ機能として捉えているところに、その先駆性と独創性が認められる。 
 本論文の特徴となる多角的な分析とは、まず、明治以降、栄養に関する科学知が体育・
スポーツの現場にどのように提供されてきたかを明らかにし、アスリートが科学的な栄養
サポートをどのように評価しているかを特定することで科学知が現場に活かされない現状
を明らかにした上で、指導者が購読する雑誌の言説内容分析と指導者へのインタビュー調
査から、「科学知」「生活知」「経験知」の関係を明らかにしていくものであった。その論理
展開と章立てには一貫性があり、説得力がある点が高く評価される。 
 また、研究方法では、明治以降の莫大な量の関連する文献資料及び雑誌資料を丹念に読
み込み、適切にその傾向を分類している洞察力は高く評価することができる。さらに、イ
ンタビュー調査を改良されたグラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）により構
造化し、分かりやすく図式化したことは高く評価できる。これらの多様な資料研究を基盤
に、表面的な現象の裏にある現実の構成要因を抽出できた点に本論文の存在意義がある。 
 
イ 課題 
本論文の成果に関連して、以下のような課題も指摘された。ただし、この課題は、本研
究の結果から事後的に導き出されたものであり、今後、引き続き研究を進めていくことで
解決できるものであり、本論文が学位論文として高い水準にあると評価できることに変わ
りはないことを申し添えておく。 
 
・専門家の科学知、保護者・アスリートの生活知、指導者の経験知と、それぞれの知の主
体者による概念の違いは分かるが、その概念自体の違いをもう少し明確に定義して研究を
進めていれば、より鮮明にそれらの関係が理解できたのではないかと思う。 
・結局、スポーツ指導者が栄養に関してどのような科学知を有していても、それをアスリ
ートに伝授する際に、指導者の経験知と突き合わせることでどれだけ有効な解釈が可能か
というところに要点があると思われるので、その点についてさらに深く追求してもらいた
い。 
・指導現場の実態を理解するには、インタビュー調査のみでは限界があるので、参与観察
などの観察法も取り入れて、指導者とアスリートの相互作用を描き出してもらいたい。 
・インタビュー対象者の限定によって、当初の問題意識としてあげていた「経験知」に過
度に依存した指導や指導者の実態把握について課題が残ったのではないか。 
・今回は科学的な栄養教育を実施する指導者を対象としてインタビューしているが、栄養
教育を実施していない指導者と比較することによって、テーマがさらに鮮明になるのでは
ないだろうか。 
・指導者の栄養教育においては、知の問題だけではなく、指導理念にも関係してくると考
えられるので、その点を考慮した研究の発展を検討して欲しい。 
・指導者の「知」がアスリートに伝達される過程について、やや単純化された考察にとど
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まっており、指導者とアスリートの権力関係まで視野に入れた双方向的な受容プロセスと
して読み解く必要があるのではないか。 
・アスリートの栄養教育に関しては競技種目による違いが大きいと考えられる。今回は個
人種目と集団種目で対象者を区別することなく調査をされたのだが、今後は競技の個別性
を考慮した研究をされることが望まれる。 
・今回の研究はアスリートの栄養教育を題材としていたが、「経験知」「科学知」「生活知」
という３項モデルを使えば、スポーツ関連実践全般における「科学知」の受容を検討でき
るのではないか。そういう発展を期待したい。 
 
 以上を踏まえたうえで、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
